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潟上市市章

潟上市・南秋田郡中学校総合体育大会が、6月18日・19日に行われました。

６月24日、各競技で活躍した天王中・天王南中・羽城中の生徒たちが潟上市役所天王庁舎を訪れ、

石川市長に大会結果を晴れやかに報告しました。

さあ、次なる舞台は『全県大会』。中学生たちの活躍に期待が膨らみます。



施
政
方
針
（
要
旨
）

対
話
・
協
調
・
発
展
の
ま
ち
づ
く
り

歴
史
と
伝
統
あ
る
旧
天
王
町
・
昭
和

町
・
飯
田
川
町
の
三
町
が
合
併
し
て
、

三
月
二
十
二
日
に
新
市
「
潟
上
市
」
が

誕
生
し
、
早
や
二
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
こ
の
間
に
も
、
先
の
市
長
選
挙
に

お
い
て
は
、
不
肖
、
私
が
潟
上
市
の
初

代
市
長
と
し
て
向
こ
う
四
年
間
の
舵
取

り
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
と

同
時
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
ふ
る

さ
と
づ
く
り
へ
の
熱
い
思
い
が
沸
々
と

た
ぎ
る
の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
国
・
地
方
の

財
政
悪
化
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
い

か
に
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応

し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
よ
り

効
率
的
で
財
政
基
盤
の
確
立
し
た
自
治

体
形
成
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
か
、

潟
上
市
長
と
し
て
の
私
に
課
せ
ら
れ
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
責
務
で
あ
り
、
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

潟
上
市
は
、
合
併
市
と
し
て
非
常
に

コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

り
、
旧
三
町
と
同
様
、
市
民
生
活
に
密

着
し
た
各
種
の
周
知
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
の
た
め
の
支
援
な
ど
、
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

三
町
合
併
に
よ
る
魅
力
あ
る
都
市
づ

く
り
と
し
て
は
、
現
在
の
秋
田
都
市
計

画
区
域
か
ら
離
れ
て
、
潟
上
市
独
自
の

都
市
計
画
に
よ
る
一
体
的
な
都
市
づ
く

り
の
進
展
が
期
待
で
き
る
こ
と
や
、
道

路
・
下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
投
資
的

経
費
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
少
子
高
齢

化
対
策
等
の
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
合
併
の
メ
リ
ッ

ト
と
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

潟
上
市
は
、
県
都
秋
田
市
に
隣
接
す
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市長
施政方針
（要 旨）

市
民
の
目
線
に
立
ち

市
民
と
共
に

人
に
優
し
い

地
域
社
会
づ
く
り
へ

６
月
定
例
市
議
会
か
ら

潟
上
市
議
会
六
月
定
例
会
が
、
６
月
14
日
か
ら
27
日
（
最
終

日
）
ま
で
の
日
程
で
潟
上
市
役
所
昭
和
庁
舎
議
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
石
川
光
男
市
長
の
施
政
方
針（
要
旨
）を
紹
介
し
ま
す
。

（
市
議
会
定
例
会
の
内
容
と
平
成
十
七
年
度
予
算
な
ど
は
次
号

に
掲
載
し
ま
す
）

市
民
の
目
線
に
立
ち

市
民
と
共
に

人
に
優
し
い

地
域
社
会
づ
く
り
へ

▲一般質問に答える石川市長



る
地
の
利
を
得
て
、
合
併
市
と
し
て
唯

一
、
人
口
増
の
見
込
め
る
地
域
で
あ
り

ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
都
市
基
盤
の
整

備
が
調
和
し
、
居
住
環
境
に
好
適
な
諸

条
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
そ

の
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
が

増
え
る
こ
と
は
、
地
域
の
活
力
に
欠
か

せ
な
い
要
素
で
あ
り
ま
す
。
人
口
増
を

よ
り
具
現
化
す
る
た
め
の
新
た
な
地
域

発
展
の
可
能
性
を
希
求
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

潟
上
市
と
し
て
各
種
の
団
体
が
一
体

化
の
た
め
の
組
織
を
立
ち
上
げ
、
新
た

な
歩
み
を
は
じ
め
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
伝
統
や
文
化
を
重
ん
じ
た
「
心

の
合
併
」
こ
そ
が
大
事
で
あ
り
、
よ
り

地
域
の
一
体
感
の
醸
成
に
向
け
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
包
含
し
た
潟
上
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
根
幹
と
な
る
総
合
発
展
計
画

を
は
じ
め
、
都
市
計
画
、
男
女
共
同
参

画
計
画
等
の
各
種
計
画
に
つ
い
て
は
、

社
会
の
変
化
等
に
対
応
し
、
で
き
る
限

り
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
り
、
策
定
作
業
に

取
り
か
か
り
ま
す
。
私
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
は
、
住
民
参
画
型
の
検
討

委
員
会
や
懇
談
会
等
を
設
置
し
、
市
民

の
方
々
か
ら
の
意
見
、
提
言
等
を
反
映

し
た
、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の

計
画
を
策
定
し
、
市
民
と
共
に
創
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
昭
和
地

区
、
飯
田
川
地
区
に
設
置
す
る
地
域
審

議
会
委
員
に
つ
い
て
は
、
選
挙
公
約
で

述
べ
て
き
ま
し
た
よ
う
に
若
干
名
の
公

募
枠
を
設
け
て
、
こ
の
あ
と
募
集
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
の
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
し
て

は
「
対
話
・
協
調
・
発
展
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
も
と
、
市
民
の
目
線
に
立
ち
、

市
民
と
共
に
「
人
に
優
し
い
」
地
域
社

会
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
」
は

新
市
建
設
計
画
に
定
め
る

１
、
環
境
と
調
和
し
快
適
で
安
ら
ぎ

の
あ
る
ま
ち

２
、
安
心
し
て
楽
し
く
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち

３
、
活
力
と
創
意
工
夫
で
豊
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち

４
、
生
涯
学
び
心
豊
か
な
人
を
育
む

ま
ち

５
、
と
も
に
支
え
温
か
に
ふ
れ
あ
え

る
ま
ち

を
五
本
柱
と
し
、
必
要
性
、
緊
急
性
、

事
業
効
果
等
を
精
査
し
て
ま
い
り
ま

す
。

平
成
17
年
度
事
業
・
予
算

継
続
性
・
緊
急
性
を
優
先

さ
て
、国
の
平
成
十
七
年
度
予
算
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
改
革
断
行
予
算
」
と
い

う
基
本
路
線
を
継
続
し
、
平
成
十
八
年

度
ま
で
の
「
構
造
改
革
と
経
済
財
政
の

中
期
展
望
」
を
通
じ
て
地
方
財
政
計
画

の
規
模
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
、
地
方

税
や
地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国
税

収
入
が
回
復
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
公

債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
や

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
等
に
よ
り
、

依
然
と
し
て
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ

る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
潟
上
市
に

お
け
る
平
成
十
七
年
度
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
住
民
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
な
が

ら
、
合
併
協
議
の
確
認
内
容
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
財
政
事
情
が

厳
し
い
こ
と
か
ら
、
継
続
事
業
や
緊
急

性
の
高
い
事
業
を
優
先
的
に
予
算
計
上

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
平
成
十
七
年
度

一
般
会
計
予
算
（
案
）
の
概
要
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。
予
算
の
総
額
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
一
八
億
二
、
四

〇
〇
万
円
で
、
合
併
前
の
旧
三
町
と
湖

南
衛
生
並
び
に
羽
城
中
学
校
の
組
合
予

算
を
合
算
し
た
前
年
度
当
初
予
算
比
較

で
は
、
八
億
六
、
六
四
九
万
三
千
円
の

七
・
九
％
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
新
市
建
設
計
画
の
財
政
計
画
と
の

比
較
で
は
六
、
五
〇
〇
万
円
の
〇
・

六
％
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
予
算
の

伸
び
た
要
因
は
、
福
祉
事
務
所
の
設
置

に
よ
り
県
事
務
が
委
譲
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
五
十
四
億

六
、
二
〇
〇
万
円
で
、
合
併
前
の
旧
三

町
合
計
額
の
前
年
度
当
初
比
よ
り
九
億

三
、
四
六
八
万
四
千
円
の
二
〇
・
六

八
％
の
増
を
見
込
ん
だ
ほ
か
、
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
八
、
七
〇
〇
万
円
、
前

年
度
繰
越
金
四
億
六
、
〇
三
六
万
六
千

円
、
市
債
八
億
一
、
六
九
〇
万
円
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
歳
出
で
は
、
主
な
地
区
別
の

ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
、
天
王
地
区
は
前

年
度
に
引
き
続
き
天
王
小
学
校
大
規
模

改
造
・
地
震
補
強
工
事
を
、
ま
た
昭
和

地
区
は
今
年
度
か
ら
三
カ
年
計
画
で
市

道
街
道
下
線
改
良
事
業
を
計
画
し
、
飯

田
川
地
区
は
下
虻
川
分
館
及
び
飯
塚
児

童
館
の
改
築
事
業
に
関
わ
る
設
計
委
託

料
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
分
館
等
改
築
工
事
費
は
補
正
予

算
で
計
上
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
市
議
会
議
員
選
挙
や
市

農
業
委
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
そ
の
関
係
予
算
五
、
四
八
七
万

五
千
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
生
活

環
境
衛
生
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
良

好
な
環
境
を
大
切
に
守
っ
て
い
く
た

め
、
住
民
・
事
業
者
・
行
政
そ
し
て
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
、
ご
み
の
発
生
・

排
出
の
抑
制
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
年

度
は
、
住
民
の
方
々
の
利
便
性
を
図
る

た
め
に
、
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
を
実

施
し
、
開
始
し
て
ま
だ
二
カ
月
余
り
で

は
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
方
々
か
ら
好

評
を
得
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
環

境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
地
域
社

会
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

3

６月定例市議会から



・生活保護費 ５億5,934万８千円

・県営土地改良事業負担金 5,600万円

・創設非農用地（昭和地区）負担金 1,712万８千円

・ふれあい交流センター施設管理委託料 3,000万円

・ブルーメッセあきた関連施設管理委託料

1,838万円

・スカイタワー改修工事 1,530万３千円

・地籍調査委託料 1,155万７千円

・都市計画基本方針策定委託料 693万円

・街道下線（昭和地区）改良工事 5,516万９千円

・新潟端承水路線(飯田川地区)改修工事

1,322万２千円

・追分下出戸線（天王地区）舗装補修工事

1,000万円

・元木山公園東線（昭和地区）交差点改良工事

1,957万２千円

・防火水槽設置工事（天王地区） 1,472万４千円

・天王小学校大規模改造・地震補強工事　

２億2,469万８千円

・設計委託料（下虻川分館及び飯塚児童館）

223万５千円

・国民体育大会実行委員会補助金 642万７千円

本年度の主な事業
考
え
て
お
り
ま
す
。

災
害
に
強
く
、
安
心
し
て
住
め
る
消

防
・
防
災
体
制
の
推
進
は
、
誰
も
が
共

通
し
た
願
い
で
す
。
市
で
は
「
総
合
発

展
計
画
」
と
「
都
市
計
画
」
の
見
直
し

作
業
等
に
あ
わ
せ
、
消
防
・
防
災
体
制

の
整
備
を
図
る
た
め
、
旧
三
町
の
地
域

性
を
網
羅
し
た
新
た
な
「
地
域
防
災
計

画
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
こ
の
間
、

緊
急
の
対
応
策
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

職
員
、
並
び
に
消
防
関
係
機
関
の
初
動

体
制
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
不
測

の
災
害
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

福
祉
保
健

市
制
施
行
に
伴
い
設
置
さ
れ
ま
し
た

福
祉
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護

法
、
児
童
福
祉
法
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
福

祉
法
に
定
め
る
援
護
、
育
成
ま
た
は
更

生
の
措
置
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
新
た
に
処
理

す
る
事
務
で
は
生
活
保
護
の
決
定
、
児

童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
等
が

あ
り
、
そ
れ
ら
の
事
務
を
直
接
行
う
こ

と
に
よ
り
、
要
援
護
者
に
対
し
各
種
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
児
童
相
談

室
の
設
置
や
母
子
自
立
支
援
員
の
配
置

に
よ
り
、
児
童
、
妊
産
婦
及
び
母
子
家

庭
等
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
調
査
、
指
導
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
立
で
き
る
よ
う
支
援
し
福
祉
の

増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
福
祉
施
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
及

び
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
緊
密
な
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
と
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
平
成
十
七
年
三
月
末
日
現
在
の

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
、
二

一
・
四
七
％
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に

お
い
て
も
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会

参
加
を
促
し
、
健
康
で
長
生
き
で
き
る

環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
は
、
自
己
決
定
に
よ
る
積
極
的
な

活
動
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

産
業
振
興

稲
作
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
育

苗
期
の
低
温
に
よ
り
苗
の
生
育
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
好
天
に
よ

り
、
耕
起
並
び
に
代
掻
き
作
業
と
も
に

順
調
に
推
移
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

田
植
え
の
最
盛
期
は
五
月
十
五
日
頃

で
、
田
植
後
の
低
温
、
強
風
に
よ
る
白

枯
れ
が
散
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
初
期
育
成
を
確
保
す
る
上
で
、
水

管
理
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
病

害
虫
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
余
り
苗
の
早

期
処
分
や
適
期
防
除
を
呼
び
か
け
、
良

質
米
の
安
定
生
産
の
基
礎
と
な
る
肥
培

管
理
の
徹
底
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
国
の
「
米
政
策
改
革
大
綱
」

に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
十
八

年
度
を
ひ
と
つ
の
区
切
り
と
し
た
「
水

田
農
業
構
造
改
革
対
策
」
は
、
今
年
度

が
そ
の
中
間
年
で
あ
り
、
農
業
者
・
農

業
団
体
の
主
体
的
な
需
給
調
整
シ
ス
テ

ム
へ
の
移
行
に
向
け
、
平
成
十
八
年
度

ま
で
は
旧
三
町
の
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ

ョ
ン
を
継
承
し
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
な
が
ら
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。次

に
果
樹
に
つ
い
て
は
、
和
梨
の
主

要
品
種
「
幸
水
」
は
平
年
よ
り
や
や
遅

い
五
月
三
日
の
開
花
と
な
り
ま
し
た

が
、
昨
年
の
台
風
に
よ
る
塩
害
な
ど
の

影
響
で
、
開
花
数
が
大
幅
に
減
少
し
、

目
標
の
着
果
量
の
確
保
は
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
秋
の
収
穫
に

向
け
て
防
除
の
徹
底
等
に
よ
り
結
実
の

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
花
卉
の
輪
菊
に
つ
い
て
は
、

定
植
後
の
低
温
等
に
よ
り
、
生
育
が
若

干
遅
れ
気
味
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
適

期
適
量
出
荷
に
努
め
る
と
と
も
に
、
病

害
虫
の
徹
底
防
除
を
実
施
す
る
よ
う
指

市長施政方針（要旨）
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導
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
営

土
地
改
良
事
業
を
中
心
に
、
効
率
的
で

安
定
し
た
農
業
経
営
の
実
践
と
、
農
業

の
持
つ
多
面
的
機
能
を
活
用
し
た
潤
い

の
あ
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

地
方
卸
売
市
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
旧
天
王
町
と
旧
天
王
町
議
会

が
一
体
と
な
っ
て
、
建
設
候
補
地
へ
の

誘
致
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
四
月
三
十
日
開
催
の
秋
田
県
漁
業

協
同
組
合
理
事
会
に
お
い
て
、
男
鹿
市

の
漁
協
敷
地
が
候
補
地
に
選
定
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

漁
業
者
の
経
営
安
定
と
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
引
き
続
き
、
種
苗
放
流
を
実

施
す
る
な
ど
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

天
王
温
泉
く
ら
ら

昭
和
総
合
開
発
㈱

天
王
温
泉
く
ら
ら
の
決
算
状
況
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
十
六
年
度

の
来
館
者
数
は
、
三
十
万
七
、
四
三
〇

人
で
、
一
日
平
均
八
九
八
人
の
利
用
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
十
年
十
月
の

開
業
以
来
の
来
館
者
数
は
平
成
十
七
年

三
月
三
十
一
日
現
在
、
二
一
五
万
七
、

五
六
四
人
と
な
り
ま
し
た
。

売
上
高
は
二
億
七
、
四
三
一
万
五
、

二
一
一
円
と
な
り
、
前
年
比
二
七
二
万

二
、
七
八
七
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

税
引
後
最
終
純
利
益
は
二
九
三
万
九
、

九
五
〇
円
と
当
期
経
常
利
益
目
標
を
一

九
二
万
円
ほ
ど
上
回
り
ま
し
た
。な
お
、

入
湯
税
三
、
九
四
七
万
四
千
円
が
市
へ

の
歳
入
と
し
て
納
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
黒
字
決
算
に
よ
り
一
般
寄

付
と
し
て
二
〇
〇
万
円
が
一
般
会
計
に

採
納
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
営
業
の

基
本
で
あ
り
ま
す
入
浴
客
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
衛
生
管
理
の
徹
底
と
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
情
報
発
信
な
ど
の
誘
客
活
動
に

よ
り
、
お
客
様
に
愛
さ
れ
る
温
泉
施
設

に
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

次
に
、
昭
和
総
合
開
発
株
式
会
社
の

平
成
十
六
年
度
の
会
計
決
算
並
び
に
平

成
十
七
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。「
ブ
ル
ー
メ
ッ
セ
あ
き
た
」

の
施
設
入
場
者
は
三
十
四
万
八
、
六
四

〇
人
で
、
前
年
度
比
一
万
八
、
七
一
〇

人

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
九
年

五
月
の
開
業
以
来
の
入
場
者
数
は
平
成

十
七
年
三
月
三
十
一
日
現
在
、
二
八
四

万
二
、
八
七
〇
人
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
売
上
高
は
二
億
九
、

〇
一
四
万
円
で
、
前
年
比
三
、
四
二
三

万
五
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
税
引

後
最
終
純
利
益
は
九
十
五
万
一
、
八
二

五
円
と
、
当
期
経
常
利
益
目
標
を
八
十

一
万
円
ほ
ど
下
回
り
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ

毎
月
一
回
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に

集
客
力
を
高
め
、
常
に
メ
デ
ィ
ア
を
意

識
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に
努
め
た

営
業
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昭
和
飯
田
川
商
工
会
が
去
る
四
月
一
日

に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
商
工
会
員
の

経
営
の
安
定
と
、
組
織
の
効
率
化
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
と
も
天
王
商
工
会
と

と
も
に
地
域
に
根
ざ
し
た
商
工
業
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
る
よ
う
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
、
商
店

街
・
商
業
集
積
等
活
性
化
に
向
け
た
構

想
づ
く
り
を
商
工
会
と
と
も
に
協
議
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昭
和
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
新
た
に

一
社
が
進
出
し
、
五
月
に
操
業
を
開
始

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
誘
致

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

都
市
整
備
関
係

潟
上
市
独
自
の
都
市
計
画
策
定
に
つ

い
て
は
、「
秋
田
県
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
関
す
る
基
礎
調

査
」
を
待
っ
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

当
面
は
、
旧
三
町
の
都
市
計
画
の
枠

は
あ
る
も
の
の
、
総
合
発
展
計
画
に
即

し
た
「
潟
上
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
現
都
市
計
画
の
課

題
等
を
盛
り
込
み
、
市
独
自
の
都
市
計

画
策
定
に
備
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

建
設
・
上
下
水
道

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
一

体
化
や
都
市
計
画
の
見
直
し
と
合
わ
せ

た
道
路
網
計
画
の
策
定
が
急
が
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
基
礎
と
な
る
道
路
台
帳

整
備
を
二
カ
年
事
業
で
実
施
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
平
成
十
六
年
度
末
に

お
い
て
、
潟
上
市
の
下
水
道
普
及
率
は

七
七
・
六
％
で
あ
り
ま
す
。
下
水
道
整

備
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
的
な
財
政
計

画
に
基
づ
き
、
事
業
費
を
抑
制
し
て
お

り
ま
す
が
、
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境

を
維
持
し
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
年
度
も
引
き

続
き
、
天
王
・
昭
和
・
飯
田
川
の
三
地

区
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
よ
り
新
規
事
業
と
し

て
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
に
着
手
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
事
業
は
、

６月定例市議会から
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公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
事
業
が

地
理
的
、
ま
た
は
事
業
コ
ス
ト
が
割
高

に
な
る
地
区
で
、
計
画
区
域
か
ら
除
か

れ
て
い
る
住
宅
約
二
〇
〇
戸
を
対
象
と

し
て
、
原
則
一
世
帯
、
一
基
の
合
併
浄

化
槽
を
敷
地
に
埋
設
し
て
生
活
排
水
等

を
処
理
し
て
、
放
流
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
本
年
度
は
要
望
三
十
三
カ
所
に

対
し
て
、
十
七
箇
所
分
の
補
助
内
示
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
上
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
未
給
水
区
域
へ
の
延
伸
、
拡
張

を
図
る
た
め
、
新
た
な
水
源
の
確
保
や

取
水
施
設
を
整
備
し
、
既
存
施
設
に
つ

い
て
は
維
持
修
繕
に
努
め
、
引
き
続
き

安
全
で
安
定
的
な
飲
料
水
の
供
給
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
関
係

新
年
度
も
始
ま
り
二
カ
月
を
経
過
し

ま
し
た
が
、
各
学
校
・
園
と
も
事
業
等

そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
推
移
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

新
市
建
設
計
画
に
基
づ
い
た
将
来
構

想
実
現
の
た
め
の
潟
上
市
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
教
育
の
指
針
及
び
生

涯
学
習
・
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
各
分
野
の
基
本
方
針
並

び
に
重
点
事
項
を
定
め
る
べ
く
庁
内
に

検
討
委
員
会
を
設
け
、
現
在
そ
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
就
学

前
教
育
の
重
要
性
を
と
ら
え
、
幼
児
教

育
課
を
設
置
し
窓
口
の
一
元
化
を
図
っ

て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
幼
保
一
体
化
を

推
進
す
る
た
め
環
境
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
天
王
小
学
校
大
規
模
改
造
・

地
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、
国
の
緊

急
防
災
対
策
五
カ
年
計
画
事
業
の
補
助

を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
大
規

模
改
造
・
地
震
補
強
工
事
は
三
年
計
画

の
最
終
年
と
し
て
、
本
年
度
は
体
育
館

一
、
〇
五
三
平
方
メ
ー
ト
ル
及
び
特
別

教
室
一
棟
一
、
一
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル

の
工
事
を
行
う
計
画
で
あ
り
ま
す
。

秋
田
わ
か
杉
国
体

ご
承
知
の
と
お
り
平
成
十
九
年
秋
田

わ
か
杉
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
は
、
相
撲
競
技
（
少
年
男

子
・
成
年
男
子
Ａ
・
Ｂ
）
・
レ
ス
リ
ン

グ
競
技
（
少
年
男
子
）
の
開
催
決
定
を

受
け
、
教
育
委
員
会
に
国
体
事
務
局
を

設
置
し
、
組
織
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
潟
上
市
実
行
委
員
会
を

早
期
に
立
ち
上
げ
す
べ
く
準
備
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
事
業
と
し
て
民
泊
等
の

計
画
、
配
宿
内
示
、
さ
ら
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
、
国
体
開
催
会
場

地
に
お
い
て
リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね
る
意

味
合
い
か
ら
、
東
北
総
合
体
育
大
会
の

開
催
決
定
を
受
け
、
そ
れ
ら
準
備
に
取

り
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

終
わ
り
に
、
二
十
一
世
紀
初
頭
の
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
自
治
体
の
自
立

と
地
域
形
成
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
ま

す
。
地
方
分
権
と
三
位
一
体
改
革
を
は

じ
め
と
し
た
行
財
政
の
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
ま
し
て
も
、
大
事
な
こ
と
は
行

政
と
住
民
が
共
同
・
連
携
し
て
、
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
ま
い
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
心
意
気

で
あ
り
ま
す
。

私
は
役
場
職
員
と
し
て
昭
和
三
十
三

年
に
旧
天
王
町
役
場
に
奉
職
し
、
町
民

課
の
民
生
担
当
か
ら
行
政
マ
ン
と
し
て

の
経
歴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、

自
転
車
で
生
活
保
護
世
帯
を
廻
っ
た
経

験
が
、
今
で
も
仕
事
を
す
る
上
で
の
原

点
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

旧
天
王
町
助
役
、
天
王
町
長
と
し
て
通

算
四
十
七
年
間
に
わ
た
り
地
方
自
治
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

私
の
一
貫
し
た
政
治
姿
勢
と
し
て
堅

持
し
て
い
く
べ
き
は
「
現
場
主
義
を
旨

と
し
た
市
民
の
目
線
に
た
っ
た
行
政
運

営
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
行
政

に
は
常
に
市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し

て
総
合
的
、
計
画
的
に
施
策
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。私
は
、

こ
れ
ら
の
施
策
を
積
極
的
か
つ
着
実
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
予
算
執
行
に
当

た
っ
て
は
、公
私
の
区
別
を
明
確
に
し
、

市
民
の
み
な
さ
ま
に
「
で
き
る
こ
と
」

「
で
き
な
い
こ
と
」
の
説
明
責
任
を
果

た
し
、
職
員
共
々
、
毅
然
か
つ
、
真
摯

に
取
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

市長施政方針（要旨）

6

▲8月第１土・日には「鷺舞まつり」を開催（飯田川地区）

▲市民と共に活力あるまちづくりへ（レクダンスから）
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●開票及び開票場所
と　き ７月10日（日）19時から

ところ 天王公民館体育館

●選挙権を有する者
平成17年１月１日現在で調製し、３月31日をもって確定し

た農業委員会委員選挙人名簿により行います。要件は以下の

とおりです。

�　住　所　潟上市に住所を有する者

�　年　齢　選挙人名簿確定の期日に年齢満20歳以上の者

（昭和60年４月１日以前に生まれた者）

�　耕作の業務

ア、10アール以上の農地につき耕作の業務を営む者

イ、アの同居の親族又はその配偶者

ウ、10アール以上の農地につき耕作の業務を営む農業生産

法人の組合員、社員または株主

●期日前投票期間
７月４日（月）から７月９日（土）

８時30分から20時まで

●期日前投票所
第１選挙区（天　王） 潟上市役所天王庁舎２階　選挙管理

委員会室

第２選挙区（昭　和） 潟上市役所昭和庁舎１階　市民ホール

第３選挙区（飯田川） 潟上市役所飯田川庁舎１階　元選管

事務室

○ 告 示 日　　７月 ３日（日）
○ 投 票 日　　７月10日（日）
○ 投票時間　　７時から18時まで
○ 選挙区及び投票所

潟上市農業委員会委員一般選挙が、７月10日に行われます。

現在の委員は在任特例により、合併前の委員32人となっていますが、今回の選挙では旧町単位で選挙区を設けて行う

ことになっており、現在の半分の16人になります。

さらに、次回（3年後）からは選挙区を設けず潟上市全体で選挙することになります。

7
10

※ 各選挙区で定数と立候補の届出の数が同じであれば、そこ
の選挙区は無投票となります。
また、届出の数が上まわった選挙区があれば、そこの選挙

区だけで投開票が行われることになります。
選挙に関するお問い合わせは、潟上市選挙管理委員会まで

（�878-9807）

◆第1選挙区（天　王） 定数6人

◆第2選挙区（昭　和） 定数6人

◆第3選挙区（飯田川） 定数4人

投　票　区

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

投　票　区

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

投　票　区

第１投票区

第２投票区

第３投票区

投　票　所

飯田川公民館

和田妹川公民館

飯塚児童館

地　　域

下虻川

和田妹川・金山

飯塚

投　票　所

昭和公民館

西部児童館

八郎まつり伝承館

豊川コミュニティセンター

地　　域

駅前・元木・宮の前・四

季の街・アミダ堂・上

町・中町・山神・下町・

古川・川向・乱橋・八丁

目・佐渡

新関・天神下・大郷守・

大清水・大清水北野

下谷地・野村・白洲野・

蓮沼

豊川全域

投　票　所

天王公民館体育館

天王ことぶき荘

羽立ことぶき荘

出戸地区

コミュニティセンター

地　　域

二田・児玉・蒲沼・鶴沼台

天王・江川

塩口・渋谷・中羽立・羽

立・大崎・塩口北野・羽

立北野

下出戸・上出戸・細谷・

北野・追分



65歳以上のみなさんへ

介護保険料の
お知らせです
７月上旬、市では第１号被保険者（65歳以

上）の方へ介護保険料の納入通知書を郵送
します。通知が届きましたら、保険料額と保険
料の納付方法についてご確認くださるようお願
いします。
潟上市の平成17年度保険料基準額（月額）は、
天王地区4,300円、昭和地区4,420円、飯田川
地区3,996円です。この額をもとに所得に応じ
た保険料が算出されます。なお、平成18年度か
らの保険料は、今年度策定する第３期事業計画
により統一されたものになります。

■特別徴収の方へ
特別徴収の方は、年金の支払い月に保険料が天引き

されているため、本算定保険料額および徴収金額をハ

ガキで通知いたします。

■普通徴収の方へ
普通徴収保険料の納期は、７月から２月までの８期

となっています。納期限は各納期の月末です。口座振

替もご利用できます。手続きについては、通帳届出印

と通帳を持参して最寄りの金融機関窓口か各庁舎総合

窓口センターで申し込みをしてください。すでに口座

振替をご利用している方には、納付書を同封いたして

いません。通帳の残高のご確認をお願いします。

■保険料の徴収の猶予、減免について
災害などによる財産の著しい損害や、生計中心者の

死亡、長期入院、失業などによる収入の著しい減少に

より、保険料を納めることが困難な場合は、保険料の

徴収猶予・減免を受けられる場合もありますのでご相

談ください。

■ 保険料は大切な財源です ■
潟上市の介護サービスにかかる費用の総額（利用者

負担分を除く）の約18％分を第１号被保険者の保険料

で賄います。みなさんが納める保険料は、公費ととも

に介護保険の大切な財源になっています。

介護が必要になったときに安心してサービスを利用

できるよう、介護保険料は必ず納めましょう。

【お問い合わせ先】

潟上市役所（昭和庁舎）

高齢福祉課（�855-5113）

●保険料の決まり方
【所得に応じて５段階に分かれます】

8

国、県、町 
の負担金 

50％ 

第1号被保険者 

の保険料 
（65歳以上の人） 

第2号被保険者 

の保険料 
（40歳～64歳の人） 

18％ 

32％ 

■介護保険の財源

段　階 対　象　者

生活保護受給者、

老齢年金受給者で

住民税非課税世帯

住民税非課税世帯

課税されている人がいる

世帯で本人住民税非課税

の方

本人住民税課税で

合計所得金額が

２００万円未満

本人住民税課税で

合計所得金額が

２００万円以上

基準額×０．５

基準額×０．７５

基準額×１．０

基準額×１．２５

基準額×１．５

納　付　額

１段階

２段階

３段階

４段階

５段階
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乳幼児健診日程表

予防接種日程表

※　受付時間は１２時３０分から１３時までです。
対象が地区により、若干異なりますのでご確認ください。
母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。
アンケートはしっかり記入しましょう。

※持ってくるもの：母子手帳、予診票（予診票はしっかり記入しましょう）

《BCG》

７月５日（火）乳児健診
平成16年８・11月生

平成17年２月生

月日（曜日）

７月12日（火）
生後３カ月～６
カ月未満までに
１回接種します。

13時～13時30分
飯田川

保健福祉センター

月日（曜日）

健　診　名 対　　　　　象

対　　象 受付時間 場　　所

市では、子どもさんをお持ちの保護者の方を対象に育児教室を行います。ご
希望の方は、下記まで申し込んでください。（先着15組まで）

★ピヨピヨ教室 1歳未満のお子さんをお持ちの方が対象です

保健福祉センター開放日

７月１日（金）

７月15日（金）
７月20日（水）
７月22日（金）
７月26日（火）

７月８日（金）

10時～12時

〃
〃
〃
〃

〃

飯田川保健福祉センター
天王保健センター
飯田川保健福祉センター
飯田川保健福祉センター
天王保健センター
飯田川保健福祉センター
天王保健センター

月日（曜日） 時　　間 場　　　　　所

育児相談日

７月８日（金）
７月22日（金）

10時～12時
〃

天王保健センター
飯田川保健福祉センター

月日（曜日） 時　　間 場　　　　　所

※お申込みは開催日の５日前までお願いします。
受付時間は９時４５分～１０時までです。
教室の間は、ボランティアが子どもさんのお世話をします。
持ってくるもの：赤ちゃんのお世話に必要なもの

育児教室のお知らせ

７月28日（木）
10時～12時

7月15日（金）
10時～12時

「赤ちゃんの歯のお手入れについて」
講師　菅原　百合子先生
お話「０歳児とママとの大切な時間…」
講師　小林　錦先生

飯田川保健福祉センター
（�855－5180）

天王保健センター
（�878－6570）

月日（曜日） 内　　　容 会場（申込み先）

★のびのび教室 1歳以上のお子さんをお持ちの方が対象です

8月5日（金）
10時～12時

8月4日（木）
10時～12時

「絵本で子ども生き生き！」
講師　若竹幼児教育センター職員
「楽しいおもちゃを作ってあそぼう！」
講師　保育士

天王保健センター
（�878－6570）

飯田川保健福祉センター
（�855－5180）

月日（曜日） 内　　　容 会場（申込み先）

お問い合わせは・・・
潟　上　市　健　康　課（�８５５－５１１５）
天 王 保 健 セ ン タ ー（�８７８－６５７０）
飯田川保健福祉センター（�８５５－５１８０）

市では、平成15年３月に旧３町（天王町、昭和町、飯田川町）
でそれぞれに策定しました介護保険事業計画を見直し、第３期
介護保険事業計画を策定するため、『潟上市介護保険事業計画策
定委員』を募集します。
◇ 募集人数
１号被保険者(65歳以上の方) ２人
２号被保険者(40歳以上65歳未満の医療

保険に加入している方) ２人

◇ 応募方法
潟上市役所天王、昭和、飯田川各庁舎の総合窓口セン

ターに備え付けの応募用紙に必要事項を記入のうえ、
各庁舎総合窓口センターにお届けください。

◇ 募集期間 ７月15日（金）まで
◇ 選考方法

応募者多数の場合は、潟上市介護保険事業計画策定
委員会設置要綱に基づき選任します。

お問い合わせは… 潟上市高齢福祉課（�855－5113）

〈昭和地区にお住まいの方〉会場：昭和公民館

７月６日（水）

７月13日（水）

７月21日（木）

７月27日（水）

７月28日（木）

２歳半児歯科健診

１歳半児健診

10ヵ月児健診

４ヵ月児健診

７ヵ月児健診

平成14年11・12月生

平成15年12月生

平成16年８月生

平成17年３月生

平成16年12月生

月日（曜日） 健　診　名 対　　　　　象

〈天王地区にお住まいの方〉会場：天王保健センター

７月19日（火）乳児健診
平成16年９・12月生

平成17年３月生

月日（曜日） 健　診　名 対　　　　　象

〈飯田川地区にお住まいの方〉会場：飯田川保健福祉センター

市では、妊婦さんの方を対象に下記の教室を開催します。お申し込みは、開
催日の５日前までお願いします。

マタニティ教室を開催します

７月29日（金）
10時～13時

7月14日（木）
10時～12時

ワイワイ・ガヤガヤ！マタニティライフ談義
妊婦体操や赤ちゃんのお風呂の入れ方を体験してみよう！

マタニティクッキング
ママと赤ちゃんも元気！お手軽鉄分たっぷりメニュー！

８月10日（水）
10時～12時

助産師さんに聞いてみよう！
講師　鈴木　悠子先生

天王保健センター
（�878－6570）

月日（曜日） 内　　　容 会場（申込み先）
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人の市民が地域ごとに分かれ、各種目に熱戦

を繰り広げました。

市民が集い楽しんだ一日をスナップでご紹

介します。

昭和地区
○総合成績
優　勝…野　　村　　　　　60点
準優勝…豊川２区　　　　　47点

（岡井戸、船橋、槻木、荒屋）
第３位…川　　向　　　　　44点
第４位…下　　町　　　　　41点
第５位…四季の街　　　　　37点
第６位…アミダ堂　　　　　32点
○応援賞
最 優 秀 賞…野　村
アイデア賞…豊川２区
ユーモア賞…元　木

▲市章を手に笑顔の入場行進

▲早くボールを送りたい「玉送り競争」▲全員の息と足を合わせて「むかで競争」

▲地区の名前を胸にバトンをつなぐ
「地区対抗リレー」

�
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
と
選
手
宣
誓

▲チームの応援も個性的「応援合戦」

�
全
力
で
走
り
抜
く
「
60
m
競
争
」

▲1人1つの障害をくぐりぬけて、「障害物リレー」

▲袋の中身はなにかな「宝さがし」
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６月26日、飯田川地区は飯田川小学校グラ

ウンド、昭和地区は元木山陸上競技場を会場

に潟上市民運動会が行われました。

当日は天候にも恵まれ、両地区で約1,500

飯田川地区
○総合成績

１位…５区（土手一、土手二）214点

２位…２区（羽立二、羽立三）212点

３位…８区（柳　田、矢　坂）204点

○応援賞

２区（羽立二、羽立三）

４区（中町一、中町二）

５区（土手一、土手二）

▲抽選で自転車が当たった菊地（柳田）さん

▲真剣に入れている「玉入れ競争」

▲肩が痛いけどがんばった
「かごかつぎリレー」

▲「アメ」ゲットしたよ～▲まっすぐ転がってよ～「ナツメロリレー（たる）」▲昼食時にみんなで躍った「飯田川音頭」

▲ピンクが似合っていたかわいい応援団

▲抜群のチームワークで優勝した「５区」のみなさん

�
か
っ
ぽ
う
着
と
つ
な
ぎ
服
が
似
合
う
夫
婦
？

「
君
と
い
つ
ま
で
も
」
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６
月
18
日
・
19
日
の
両
日
、
潟
上
市
・
南
秋

田
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
、
市
内
・
南
秋

地
区
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

潟
上
市
内
で
は
、
剣
道
や
サ
ッ
カ
ー
、
卓
球
、

陸
上
競
技
な
ど
が
行
わ
れ
、
中
学
生
た
ち
は
日

頃
の
練
習
で
鍛
え
た
力
と
技
を
存
分
に
発
揮

し
、
各
種
競
技
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
八
郎
潟
町
の
弁
天
球
場
で
行
わ
れ
た

野
球
・
決
勝
は
、
羽
城
中
と
天
王
中
が
激
突
。

ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
中
心
に
堅
い
守
り
を
見
せ
た
羽

城
中
が
３
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

▲優勝旗を手にして！（野球、八郎潟町・弁天球場）

▲ゴールを目指して（サッカー、長沼球技場）

▲一本集中！の声が飛びかう（卓球、羽城中体育館）▲この一瞬を駆ける（陸上、元木山陸上競技場）▲力と技がぶつかる（剣道、天王剣道場）

▲勝利を信じて声援を送る

●
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
中
総
体

（
６
月
18
・
19
日
）

【
羽
城
中
学
校
】

〈
団
体
〉

優
　
勝

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

剣
道
男
子
、
新
体
操
、

陸
上
男
子

準
優
勝

陸
上
女
子

第
３
位

剣
道
女
子
、柔
道
女
子

〈
個
人
優
勝
〉

柔
道
男
子

２
年
55
kg
級

金
澤
　
瑛
希
　

２
年
60
kg
級

冨
樫
　
　
平

２
年
81
kg
級

二
田
　
健
史

柔
道
女
子

70
kg
級

佐
々
木
彩
花

陸
上
男
子

共
通
200
ｍ

石
川
　
　
舜

共
通
400
ｍ

石
川
　
　
舜

共
通
800
ｍ

菅
原
　
大
樹

共
通
110
ｍ
Ｈ

川
上
　
和
貴

共
通
走
り
高
跳
び
　

本
間
　
成
亮

共
通
砲
丸
投
げ
　山

田
　
和
弥

共
通
400
ｍ
Ｒ

（
川
上
・
石
川
・
小
林
・
本
間
）

陸
上
女
子

２
年
100
ｍ

佐
藤
　
二
葉

共
通
１
５
０
０
ｍ

小
林
　
梨
沙

共
通
100
ｍ
Ｈ

大
森
　
志
織

共
通
走
り
高
跳
び
　

関
谷
　
世
奈

共
通
走
り
幅
跳
び
　

佐
藤
　
二
葉

共
通
砲
丸
投
げ
　鎌

田
　
優
華

低
学
年
400
ｍ
Ｒ

（
栗
田
・
原
田
・
加
藤
・
佐
藤
）

【
天
王
南
中
学
校
】

〈
団
体
〉

優
　
勝

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
、

陸
上
女
子

準
優
勝

剣
道
男
子
、サ
ッ
カ
ー

第
３
位

陸
上
男
子

〈
個
人
優
勝
〉

柔
道
男
子

48
kg
級

菅
原
　
隆
介

柔
道
女
子

44
kg
級

高
橋
　
　
恵
　

剣
道
男
子

安
田
　
大
地

陸
上
男
子

１
年
100
ｍ

安
田
　
海
斗

１
年
１
５
０
０
ｍ

千
葉
　
一
輝

共
通
３
０
０
０
ｍ

鍬
崎
　
竜
誠

共
通
走
り
幅
跳
び
　

浅
野
　
　
亘

低
学
年
400
ｍ
Ｒ

（
小
野
・
石
川
・
安
田
・
浅
野
）

陸
上
女
子

３
年
100
ｍ

加
藤
　
春
香

１
年
100
ｍ

嵯
峨
　
美
加

共
通
200
ｍ

加
藤
　
春
香

共
通
800
ｍ

三
浦
悠
理
子

１
年
１
５
０
０
ｍ

小
玉
麻
莉
子

共
通
４
種
競
技

木
村
　
　
静

共
通
400
ｍ
Ｒ

（
石
井
・
三
浦
・
中
川
・
加
藤
）

【
天
王
中
学
校
】

〈
団
体
〉

優
　
勝

剣
道
女
子

準
優
勝

野
球
、
卓
球
男
子
、

柔
道
女
子

第
３
位

サ
ッ
カ
ー
、
柔
道
男

子
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

Ａ
・
Ｂ

〈
個
人
優
勝
〉

柔
道
男
子

２
年
48
kg
級

伊
藤
　
　
拓

２
年
90
kg
級

佐
藤
　
　
陸

２
年
90
kg
超
級
　安

田
有
輝
也

柔
道
女
子

２
年
48
kg
級

鈴
木
　
華
子

●
男
鹿
市
・
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
中
総
体

６
月
18
日
、
会
場
・
男
鹿
市
総
合
運
動
公
園

〈
ラ
グ
ビ
ー
〉

優
　
勝

天
王
南
中
学
校



13

天王駅 

レストラン 
戸田苑 

八竜橋 

天王海洋センター 
艇庫 

東湖小学校 

コミュニティ 
センター 

東湖八坂神社 

御旅所 

御
旅
所 

JR男鹿線 

至
秋
田
市 

至
男
鹿
市 

牛口洗い 
くも舞 

臨時駐車場 

江川漁港 

船
　
越
　
水
　
道 

天
王
漁
港 

牛乗り 
神事 

御輿巡幸ライン 

牛乗り巡幸ライン 

至男鹿市 

宵
よ い

宮
み や

七
な な

度
ど

半
は ん

詣
まいり

午後6時頃
夜
よ

篭
ごもり

式
し き

神楽・番学午後7時頃
御
み

輿
こ し

渡
と

御
ぎ ょ

午後3時頃
牛
う し

乗
の り

巡
じゅん

幸
こ う

午後4時頃
く も 舞

ま い

神
し ん

事
じ

午後4時半頃

６
日

７
日

東湖八坂神社祭典が、7月６・7日の両日、天王本郷地域と男鹿市船
越を会場に執り行われます。
この祭典は、一千年近い昔から天王本郷地域と周辺６集落、男鹿市

船越による統人制のもと、脈々と受け継がれています。昨年7月8日、
新統御竹受けに始まるさまざまな諸祭事が一年間執り行われ、７日祭
典のクライマックス「牛乗り」「くも舞」神事を迎えます。
御神牛に乗った神人・スサノオノミコト（牛乗り）が、全身を深紅

の衣で身を包んだ神人・ヤマタノオロチ（くも舞）を退治する神話の
世界を繰り広げます。
祭典に関するお問い合わせは、潟上市産業課（�855－5120）

神話の世界「牛乗り」「くも舞」を再現

東湖八坂神社例大祭 
 

7月6日（水）・7日（木） 

東湖八坂神社例大祭 
（昭和61年1月　国指定重要無形民俗文化財「統人行事」） 

 

いよいよ夏本番を迎えます。今年も７月
１日（金）に出戸浜海水浴場が海開きしま
す。
当日は、出戸浜海水浴場組合や市関係者
などが参列して安全祈願祭を行い、今シー
ズンの無事故と繁盛を祈願します。
遠浅の砂浜で海水浴が満喫でき、男鹿の
山々や鳥海山を一望しながら、日本海に沈
み行く夕日は絶好の観光スポットです。市
民みなさんのご来場をお待ちしています。

〈出戸浜海水浴場・安全祈願祭〉
�と　き ７月１日（金）14時～
�ところ 海の家「松風」
お問い合わせは…

潟上市産業課（�855－5120）

国勢調査に関するお問い合わせは

潟上市総合政策課（�878-9802）

「牛乗り」 「くも舞」「牛乗り」 「くも舞」
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「話題あれこれ」コーナーでは、各種団体や地域
の話題など、市民みなさんの活動や交流を広く紹
介します。ホットな話題をお待ちしています。

（総合政策課広報統計班　�878-9802） 「潟上市芸術文化協会」が発足
会長に小玉正次郎氏（飯田川）を選任
潟上市芸術文化協会の設立総会が、６月13日、潟

上市飯田川公民館を会場に行われました。
当日は、天王・昭和・飯田川地区の各加盟団体の代

議員約80人、来賓として石川市長、赤平市議会議長、
小林教育長が列席。総会では、議事として協会規約案
や役員選出、平成17年度事業計画・予算案がそれぞ
れ承認されました。
役員選出では、会長に小玉正次郎氏、副会長に児玉

三朗氏（天王）と加藤金一郎氏（昭和）、伊藤甚昭氏
（飯田川）がそれぞれ選任されました。
席上、小玉会長は「新たに潟上市芸術文化協会が誕

生することができ、会員みなさんには、新市の芸術文
化活動がより一層発展するためにご支援をお願いした
い」と抱負を述べ、新たな出発を確認し合いました。

「潟上市レクリエーション協会」が設立
レク活動の普及と交流の拡大をめざして
天王町レクリエーション協会の通常総会が、６月

15日、潟上市天王公民館を会場に開かれ、新たに
「潟上市レクリエーション協会」が設立されました。
総会には、レクダンスや３Ｂ体操、エコスポーツの

加盟団体の会員約50人と、来賓として石川市長、小
林教育長が列席。議事では平成16年度事業報告・決
算、平成17年度事業計画・予算案がそれぞれ承認さ
れました。
規約改正では、新名称を「潟上市レクリエーション

協会」とし、役員は引き続き会長に土井春男氏（長沼）、
副会長に佐藤勇二氏（北野）と岩谷順子氏（出戸）が
選出されました。
土井会長は「潟上市の誕生を契機に、レク活動の輪

をより広げることを今後の重要課題と考えている」と
会員に呼びかけました。

第37回愛育班員全国大会が、４月20日、東京都を会場
に行われ、席上、本市から小玉喜久子さん（飯田川飯塚）
が恩賜財団母子愛育会長表彰の栄誉に輝きました。
小玉さんは、昭和60年に飯塚地区班員、分班長となり、

各家庭を訪問して声かけや健康づくりなど、愛育活動に積
極的に取り組んでいます。平成４年から飯塚地区愛育班長
として、組織の充実・強化と班員の育成などに尽力され、
長年にわたる功績が称えられたものです。
会長表彰式で代表して受賞された小玉さんは「地域の健

康づくりにお手伝いしてきたことが、大きな賞につながり
大変嬉しくに思っています。飯塚地区は輪番制で活動を行
い、班員の順番が回ってきた時は自身、家族の健康を気遣
うチャンスにしようと頑張っています。これからも、地域
に根ざした健康づくりができるよう努めたいと思います」
と喜びを話していました。おめでとうございます。

母子愛育会長表彰に
小玉喜久子さん（飯田川）

�
小
玉
喜
久
子
さ
ん
（
飯
田
川
）

�
芸
術
文
化
の
発
展
を
め
ざ
し
て

�
レ
ク
活
動
で
市
民
交
流
を

平成17年度秋田県愛育組織連絡会総会が、６月10日、
県総合保健センターを会場に開かれ、席上、本市から５
人が会長表彰を受賞されました。
◆会長表彰（10年以上功労）◆
伊藤慶子さん、湊　キミさん

（以上、天王愛育班連絡会）
浅野政子さん、鐙サイ子さん、永井光子さん

（以上、飯田川愛育会）
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犬のしつけ教室
人と犬のより良いパートナーに
６月19日、潟上市役所昭和庁舎前広場で犬のしつ

け教室が開催されました。
当日は、市内に住む29匹の犬と飼い主52人が参

加。動物管理センターの職員とモデル犬を講師とし
て、散歩の仕方などの講習や実技を中心としたしつ
け方と個別相談も行いました。
犬のしつけは根気よく続けることが必要とのこと

ですので、しつけ教室を参考にしてください。

天王グリーンランドで「盆栽展示会」
自慢のさつきや盆栽を披露
６月25・26日、天王盆栽会（会長　佐々木勇蔵）

主催による恒例「第８回盆栽展示会」が、天王グリー
ンランド・ピクニック広場で行われました。
展示会には、会員らが丹精込めて育てたさつきや、

一位、真相などの盆栽約14点を披露。両日ともグリ
ーンランドを訪れた多くの見学者らで賑わいました。
また、会場内では植木相談も行われ、見学者から手

入れ方法などを相談されるなど、盆栽談義に花を咲か
せていました。

昭和芸文協「文化祭」
日頃の練習の成果を披露
６月18日・19日、昭和芸術文化協会主催

の夏の文化祭が昭和公民館で開催されまし
た。
公民館内には、ちぎり絵、書道、写真、

生け花などの作品が展示されました。また
19日には、茶席の演示や芸能発表が行われ
ました。芸能発表では、和太鼓やカラオケ、
舞踊など日頃積み重ねた練習の成果を披露
し、会場内は満場の拍手が鳴り響いていま
した。

飯田川芸文フェスティバル
学びの輪を広げる
６月25日、飯田川芸術文化協会主催による「飯

田川芸文フェスティバル」が、飯田川公民館で開催
されました。
当日は会員による舞台発表後、秋田押花文化倶楽

部の長雄昭子氏による講演と、押し花教室生の指導
による体験実習が行われました。
会場内には、押し花や俳句、短歌などの作品が展

示され、会員らは日頃の学びを披露し、交流を深め
合いました。

�
早
朝
か
ら
準
備
に
大
忙
し
の
会
員
が
集
合

�
息
の
合
っ
た
踊
り
を
披
露

▲遊びながら犬と一緒に勉強

▲迫力のある太鼓演奏「龍の子太鼓」と「真相」を披露



天
王
公
民
館

『
子
育
て
母
親
教
室
』
が
開
講

六
月
十
日
（
金
）、『
子
育
て
母
親
教

室
』
が
始
ま
り
ま
し
た
。

乳
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま
で

の
子
ど
も
を
も
つ
母
親
を
対
象
に
し

た
教
室
で
す
。
こ
の
日
は
初
回
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
少
し
緊
張
し
た

面
持
ち
で
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
も
、

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
和
や
か
な
雰
囲

気
の
開
講
式
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
内
容
は
、
子
育
て
の

お
話
、
料
理
、
手
芸
、
工
作
、
健
康

な
ど
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
も
と
に
し

た
情
報
交
換
や
講
師
に
よ
る
講
話
で
、

年
に
計
七
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

参
加
し
た
い
方
は
天
王
公
民
館
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

追
分
地
区
児
童
館

よ
も
ぎ
だ
ん
ご
と

笹
巻
き
つ
く
り
で
地
域
交
流

六
月
十
八
日
（
土
）
追
分
地
区
児
童

館
で
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
や
児

童
館
運
営
委
員
の
方
々
が
一
緒
に
な
っ

て
、
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
と
あ
ん
入
り
の
笹
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▲「だんごづくり」楽しいネ！

▲子育てについて情報交換

飯
田
川
公
民
館

心
地
よ
い
墨
の
に
お
い
が

鼻
先
を
通
り
抜
け
て
い
く
…

飯
田
川
公
民
館
二
階
の
第
一
研
修

室
。
こ
と
ぶ
き
大
学
園
研
修
科
「
書
道

科
」
の
会
場
で
す
。
現
在
、
十
四
人
が

通
う
「
書
道
科
」
は
、
毎
月
第
二
、
第

四
火
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。「
授

業
時
間
」
は
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

の
二
時
間
で
す
。

こ
と
ぶ
き
大
学
園
は
「
飯
田
川
地
区

高
齢
者
学
級
」
の
愛
称
で
す
。
市
民
で

あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

つ
い
先
日
も
追
分
地
区
の
方
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
新
し
く
仲
間
入
り
を

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
飯

田
川
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

巻
き
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

悪
戦
苦
闘
の
末
、
昔
な
が
ら
の
お
い

し
い
お
や
つ
が
完
成
し
ま
し
た
。
で
き

あ
が
っ
た
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
に
み
ん
な
で

舌
鼓
。
笹
巻
き
は
、
家
族
へ
の
心
の
こ

も
っ
た
お
み
や
げ
と
な
り
ま
し
た
。

《
「
ふ
る
さ
と
大
発
見
バ
ス
の
旅
」

参
加
者
募
集
》

私
の
住
ん
で
い
る
潟
上
市
っ
て

ど
ん
な
ま
ち
？

小
学
校
が
夏
休
み
期
間
中
の
八
月
二

十
三
日
（
火
）
と
八
月
二
十
五
日
（
木
）

の
二
日
間
、
潟
上
市
内
を
め
ぐ
る
バ
ス

の
旅
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
で
き
る
の

は
小
学
校
四
年
生
以
上
で
、
定
員
は
三

十
五
人
で
す
。

お
申
し
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ

は
、
追
分
地
区
児
童
館
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▲昨年の「バスの旅」から（東湖八坂神社にて）



潟上市として初の成人式が8月15日(月)天王総合
体育館を会場として開催します。市内在住の新成人
の方には、個別に成人式のご案内を送付しますが、
就職や進学などで市外へ転出（住民票の異動）され
ている方については送付されない場合があります。
ご本人またはご家族の希望があれば、案内を送付

いたしますので、7月15日までに生涯学習課へご連
絡ください。

潟上市成人式
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【生涯学習課】（�877-7805）
●リーダー講習会
28日(木)～29日(金) 岩城少年自然の家

【昭和公民館】（�855-5130）
●ほうかご元気塾
６日・13日(水) 15時～ レイクプラザ
７日・14日(木) 15時～ 豊川コミュニティ
●土よう日元気塾 ９日(土) 10時～
●湖南大学
【７月講座】15日(金) 移動研修
●市民登山 23日(土） 岩手県「牛形山」
●子育て講座 27日(水) 中央児童館（10時～）
●女性セミナー28日(木) 昭和公民館（10時～）

【飯田川公民館】（�877-6744）
●ことぶき大学園
〔普通科〕 21日(木) 近隣市町村施設見学
〔軽スポーツ科〕
１日(金)・22日(金) 10時～ グラウンドゴルフ場

〔書道科〕 12日(火)・26日(火) 10時～
●英会話教室（初級） ７日(木) 18時30分～
●押し花教室 ９日(土) 10時～
●少年少女発明クラブ 20日(水) 15時～

【天王公民館】（�878-4111）
●子育て母親教室 13日(水) 10時～
●松寿大学 21日(木) 10時30分～
●童謡を歌う教室 21日(木) 10時30分～
●はじめての俳句 27日(水) 10時30分～
●お茶の間サロン（9時～）
１日・８日・15日・22日・29日(金)

【追分地区児童館】（�873-4889）
●特大シャボン玉遊び
20日(水) 15時30分～ 追分地区児童館
●天王地区四児童クラブ買物ごっこ交流会
25日(月) 9時～ 天王グリーンランド

【図書館】（�878-6688）
●読み聞かせの会 12日(土) 11時30分～ 昭和学習館
●お話の広場 16日(土) 13時30分～ 市図書館
●名作映画「ハリー・ポッターとアズカバンの囚人」
●お話の広場 30日(土) 13時～ 市図書館

生 涯 学 習 課
7 月 行 事 予 定

昭
和
公
民
館

《
湖
南
大
学
》

羽
城
中
学
校
へ
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た

六
月
十
七
日
（
金
）、
羽
城
中
学
校

で
湖
南
大
学
六
月
講
座
を
行
い
ま
し

た
。
大
森
山
動
物
園
の
園
長
さ
ん
に
よ

る
講
演
に
続
き
、
校
舎
内
の
見
学
、
そ

し
て
迫
力
あ
る
中
学
校
総
合
体
育
大
会

の
壮
行
会
に
参
加
し
応
援
し
て
き
ま
し

た
。
中
学
生
た
ち
の
が
ん
ば
っ
て
い
る

姿
を
み
て
元
気
を
も
ら
っ
て
き
た
よ
う

で
す
。
羽
城
中
学
校
の
み
な
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
女
性
セ
ミ
ナ
ー
》
が

始
ま
り
ま
す

い
つ
ま
で
も
輝
く
女
性
で
あ
る
た
め

に
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
年
間
六
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。

一
回
目
は
七
月
二
十
八
日
（
木
）

「
歴
史
か
ら
学
ぶ
女
性
の
生
き
方
」と
題

し
て
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
千
葉

裕
子
先
生
に
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
子
育
て
講
座
》

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
を
対
象

と
し
て
、
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
大

切
な
こ
と
、
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
な
ど
の

講
話
、親
子
で
エ
ア
ロ
ビ
に
挑
戦
な
ど
、

楽
し
み
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

お
友
だ
ち
づ
く
り
、
気
分
転
換
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
市
民
登
山
」
参
加
者
を
募
集

一
歩
一
歩
山
頂
を
目
指
し
て
登
っ
て

い
く
登
山
の
楽
し
さ
と
、
山
頂
に
立
っ

た
と
き
の
爽
快
感
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、『
市
民
登

山
』
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
　
き

七
月
二
十
三
日(

土)

と

こ

ろ

岩
手
県
「
牛
形
山
」

募
集
定
員

四
十
人

（
小
学
校
三
年
生
以
上
）

費
　
　
用

二
千
円

参
加
し
た
い
方
は
、
昭
和
公
民
館
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

８
15

図書館から
昭和学習館・飯田川公民館図書室・勤労青少年ホーム図書室のコンピュータ
システム導入に伴い、10月より本の貸し出しには図書カードが必要となります。
なお、カードは各窓口において９月下旬より発行予定です（小学生以上）。
また、本館では新カードの発行、旧カードの更新を行っています。発行・更

新には本人を証明するもの（免許証等）を必ず持参するようお願いします。
※カードは全館共通で使用できます。
潟上市図書館（�878－6688）

お話しの広場 ～読み聞かせの会～
○市 図 書 館　７月16日（土） 13時30分～　主催：童話の会
○昭和学習館　毎月第１土曜日　 11時30分～　主催：昭和おはなし会



18

情報くらしの
くらしの

information

ホームページ http://www.city.katagami.akita.jp/
E-メール　　info＠city.katagami.akita.jp

information

主　催�潟上市消防団、潟上市
と　き�７月10日（日）開会式　９時～
ところ�潟上市鞍掛沼公園（陸上競技場）
お問い合わせは…潟上市生活環境課（�877－7802）

７月18日の「海の日」に水辺をフィールドとした海洋性ス
ポーツをたくさんの方々に体験していただくためのマリーン
スポーツフェスティバルを開催します。小学生以上の方なら
どなたでも参加できます。多数の参加をお待ちしています。
と　き�７月18日（月）海の日　９時～12時
ところ�市天王海洋センター艇庫
対　象�市内在住の小学生以上の男女
参加費�無料
内　容�カヌー、ヨット、カッター
お申込みは…潟上市教育委員会スポーツ振興課内

海洋クラブ事務局（�877－7806）

就園前のお子さんとご家族の方を対象に昭和地区３カ所の
保育園（昭和中央、東、西保育園）を開放します。参加は無
料です。子ども同士で遊んだり、親同士で子育ての情報を交
換したり、親子で保育園の体験を楽しんでください。子育て
の相談もどうぞ！
と　き�７月13日（水） 10時～11時
対象年齢�平成17年４月２日現在で満１歳からのお子さん
内　容�園内外での遊びを予定しています。動きやすい服

装でご参加ください（泥や水で汚れる場合もあり
ますので、替えの服と靴もご用意ください）。

お問い合わせは…昭和中央保育園（�877－2629）
昭和東保育園（�877－2531）
昭和西保育園（�877－3108）

潟船保存会では、映画を鑑賞し、往時の八郎潟のうたせ船
について語る会を開催します。多数のご来場をお待ちしてい
ます（無料）。
と　き�７月９日（土） 15時～
ところ�潟上市図書館
上映作品�「霞ヶ浦の帆引き船物語」―企画　霞ヶ浦町

（現・霞ヶ浦市）、平成17年３月完成
お問い合わせは…潟船保存会 天野（�090－4882－0262）

募集人数�各施設１人
勤務場所�飯田川衛生センター・クリーンセンター（旧湖南）
勤務時間�８時30分～17時15分
期　　間�平成17年８月１日～平成18年３月31日
お申込み及びお問い合わせは、７月11日（月）まで潟上市

生活環境課に履歴書を送付してください。
〒018-1595 潟上市飯田川下虻川字八ツ口70

潟上市生活環境課（�877－7802）

献血は、手術や事故などで輸血の必要な患者さんへ届けら
れる大切なものです。潟上市でも下記のとおり、献血車が巡
回します。お近くにきた際は、ご協力お願いします。
と　き�７月７日（木）

９時30分～11時30分 ナイス㈱追分店
13時～16時　　　　　　㈱八郎潟ハイツ

お問い合わせは…潟上市健康課（�855－5115）

元木山テニスコート改修を記念し、（財）秋田県体育協会
の助成を受けて、初心者の硬式テニス教室を行います。今回
は、初心者を対象に日本体育協会公認スポーツ指導員が指導
します。青空のもとで、さわやかな汗を流しませんか（定
員：一般男女40名）。
主　催�（財）秋田県体育協会、潟上市体育協会
と　き�７月24日（日）・31日（日）、８月7日（日）・

21日（日）・28日（日） 計５回
９時～12時（３時間）

ところ�元木山テニスコートほか
参加料�2,000円（保険料含む）
お申込み及びお問い合わせは…
潟上市スポーツ振興課（�877－7806）
潟上市テニス協会事務局　菅原（剛）（�878－9805）

実習船「船川丸」（488トン）が船川港に回航されたことを
記念し、一般の方を対象に男鹿半島沖合いまでの体験乗船を
実施します（募集人員：各回60名）。
と　き�７月18日（月） １回目　10時～12時

－ 海の日 － ２回目　13時30分～15時30分
※対象は小学生以上で、小学生は必ず保護者同伴で乗船し
てください。服装・履物は行動的なものをご着用ください。
受付期間�７月４日（月）～13日（水）
定員に達し次第、締切ります。
お申込み及びお問い合わせは…
県立男鹿海洋高校事務室（�0185－23－2321）

７月10日 潟上市消防団小型ポンプ操法大会

７月18日「海の日」マリンスポーツフェスティバルを開催

昭和地区保育園開放のお知らせ

天王地区保育園開放「らっこちゃん広場」のお知らせ

飯田川衛生センター・クリーンセンター
臨時職員を募集します

献血へのご協力のお願い

初心者の硬式テニス教室の参加者を募集します

月日（曜日） 内　容

シャボン玉で
遊びましょう

会　　場

二田保育園、湖岸保育園
追分保育園、追分乳児保育園

７月13日（水）
10時～11時

映写会を開催します

「船川丸」体験乗船を開催します



＜昭和地区＞

笹原　美
み

羽
う

ちゃん（元　木、敬一・美香）

石井　香
か

芳
ほ

ちゃん（アミダ堂、大樹・美香子）

伊藤　　伶
れい

ちゃん（新関２、徹・美香子）

菅原　煌
こう

大
た

く　ん（川　向、摂・恵子）

＜飯田川地区＞

伊藤　永遠
と わ

く　ん（飯塚駅前、 隆・宏美）

＜天王地区＞

登藤　　夢
あゆむ

く　ん（上江川、進・美奈子）

鈴木　彩子
さ や こ

ちゃん（羽立北野、正人・陽子）

松嶋　蒼
そう

汰
た

く　ん（棒沼台、広秋・美枝子）

中村　琉輝
りゅうき

く　ん（上江川、 悟・真由美）

藤井　彩乃
あ や の

ちゃん（江川上谷地、浩司・みゆき）

木元　　駿
しゅん

く　ん（追分西、英明・佐知子）

柏崎　勇童
ゆうどう

く　ん（持谷地、吉仁・礼子）

加藤　颯太
そ う た

く　ん（追 分、 智・麻美子）

小番　拓海
た く ま

く　ん（塩口北野、光有・登姫子）

鈴木 雄太
ゆ う た

く　ん（松 渕、雄輝・妙子）

藤田　朋佳
と も か

ちゃん（北 野、英直・裕子）

櫻庭　苺佳
ま い か

ちゃん（二 田、 武・美貴子）

小納　和志
か ず し

く　ん（上北野、英之・千春）

石川　颯人
は や と

く　ん（上北野、保則・庸子）

梶原　唯菜
ゆ な

ちゃん（江 川、孝生・千鶴）

伊藤　兼太
け ん た

く　ん（宮の後、徳洋・ 歩）

大坂　心優
こ こ ろ

ちゃん（追 分、直也・順子）

石井　琉汰
りゅうた

く　ん（棒沼台、清一・洋子）

中村　悠暉
ゆ う き

く　ん（天　王、建司・麻紀子）

澤　　陽
はる

く　ん（天 王、宏典・麻子）

昭和・飯田川地区 氏名（町内名、父・母）の順
天王地区 氏名（字　名、父・母）の順

＜昭和地区＞

中　濱　喜三男さん（大郷守・89歳）

スギノさん（宮の前・89歳）

奈　良　ヒ　サさん（竜　毛・76歳）

小　� ミ　サさん（小　泉・79歳）

キ　サさん（アミダ堂・69歳）

菅　原　俊　信さん（駅　前・54歳）

ア　イさん（川　向・78歳）

小　林　利　道さん（駅　前・81歳）

原　フユノさん（新関４・77歳）

門　間　光　夫さん（駅　前・78歳）

＜飯田川地区＞

鐙　　　ナ　ミさん（中町１、73歳）

＜天王地区＞

菅　原　良　藏さん（上狼縁、75歳）

菊　地　國　榮さん（北　野、86歳）

渡　部　キヨノさん（一　向、92歳）

畠　山　テチヱさん（北 野、83歳）

浅　野　明　子さん（御休下、58歳）

藤　原　ウ　メさん（江 川、91歳）

鈴　木　鎭治郎さん（鶴沼台、81歳）

安　田　ヂヨミさん（羽 立、97歳）
昭和・飯田川地区 氏名（町内名、年齢）の順

天王地区 氏名（字　名、年齢）の順

お誕生おめでとう

「出生」「死亡」は
住民基本台帳5月1日～31日届出分を掲載

お誕生おめでとう

おくやみを申し上げます
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おくやみを申し上げます

世 帯 数　12,407世帯（+18）
人　　口　36,154人（△２）
うち男性　17,301人（+12）
女性　18,853人（△14）

住民基本台帳　平成17年5月31日現在
※（ ）内は前月比

国民健康保険普及員を募集します
募集人数 若干名
勤務内容 国民健康保険税、市・県民税、

固定資産税、軽自動車税の収
納などに関する業務

募集人数 若干名
応募資格 潟上市に住所（住民登録）を

有する方で、普通運転免許証
を所持している方

勤務場所 潟上市役所天王庁舎
勤務時間 週５日（35時間） ８時30分

～17時15分までの間の７時間
期　　間 平成17年７月11日（月）～

平成18年３月31日（金）
申込締切り ７月６日（水）まで潟上市収納
課に履歴書・運転免許証を持参してくだ
さい。
お申込み及びお問い合わせは、

潟上市収納課（�878－9804）

●臨時保育士を募集します
資　　格 保育士　　募集人員 １人
勤務場所 昭和西保育園
勤務時間 ７時30分～18時30分までの

７時間30分の変則勤務
期　　間 平成17年７月11日（月）～

平成18年３月31日（金）
申込期限 ７月６日（水）まで履歴書を

提出してください。

●小学校プール監視人アルバイトを募集します
募集人員 高校生以上14人
勤務場所 天王・出戸・東湖・追分小学校

－各２人
大久保・豊川小学校－各３人

勤務内容 プール遊泳者の監視、施設の
衛生管理

期　　間 ７月23日（土）～８月25日（木）
※天王地区小学校は１日おき
の勤務、昭和地区小学校は３
日間で２日の勤務

賃　　金 時給620円
申込締切り ７月８日（金）まで履歴書を
送付してください（履歴書に希望する小
学校を記入）。※希望者多数の場合は、面
接を実施します。高校生の場合は、決定
後に学校及び保護者の承諾書を提出して
いただきます。
臨時保育士・小学校プール監視人

アルバイトのお申込先　
〒018－1595 潟上市飯田川下虻川字八ツ口70
潟上市教育委員会　総務学事課　

（�877―7803）

市教育委員会からお知らせ

社会を明るくする運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した
人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯
罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
次代を担う少年を非行から守り、非行に陥った少年の立ち直りを助けるた
め、地域に理解と協力の輪を広げましょう。
●社会を明るくする運動広報ビデオの放映
社会を明るくする運動広報ビデオ「Wa lk

Together！いっしょに歩いていこう」が放映され
ます。

７月は社会を明るくする運動強調月間です

放 送 日 ７月26日（火）15時55分～16時25分
放送局名　ABS秋田放送
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め、５年で村の借金をすべて返済しました。そのため、一

躍話題となり農商務省や山梨県、千葉県等で講演しています。

明治29年に農村の土地や土壌などの総合調査ともいえる

「適産調
てきさんしらべ

」を手がけ、この調査をもとに各地の農村の指導に

あたり実績をあげています。

晩年になっても農村指導に対する情熱は衰えず、宮崎県谷

頭（現在の宮崎県山田町）や県内を巡回しています。しかし、

仙北郡九升田（現在の大仙市九升田）の建て直しを終えたの

を最後に大正４年９月８日、71歳で尚庵にて永眠しました。

理紀之助は農業の発展に尽力しながら、かたわらでは和

歌を詠むことも日課とし、「貞直」の歌号をもって各地の歌人

と交流を持つ一流の文化人でした。

潟上市は、
レスリング競技・相撲競技の会場地です。

日

古紙配合率100％再生
紙を使用しています。

市内には、天王・昭和・飯田
川地区の歴史や伝統文化を継
承・保存する伝承館や伝習館、
資料館などがあります。
今号では、昭和地区にある

「潟上市郷土文化保存伝習館」
を紹介します。

あと

●お問い合わせ先
潟上市教育委員会　国体事務局　� 018（877）7807

石川理紀之助翁遺跡（県指定史跡）に建てられて
おり、石川翁のおびただしい数の遺著、遺稿、収集物
などを中心に、郷土の歴史、民俗、産業などの理解に
役立つ諸資料を保存、展示しています。

◇開館時間：４月～10月 9時～16時30分
11月～３月 9時～16時

◇入 館 料：小学生・中学生　100円
高校生・大学生　150円
一般　　　　　　250円

◇休 館 日：毎週月曜日／祝祭日の翌日
12月28日～1月3日

第 5 6 回 県 民 体 育 大 会
◎大会競技日程
★相撲競技
開催日　７月３日（日）
秋田県立武道館　開会式 10時～

★レスリング競技
開催日　７月９日（土）・10日（日）
潟上市立羽城中学校体育館　開会式 10時～

潟上市出身選手を応援しよう！

老農、石川理紀之助
石川理紀之助は明治時代の農村指導者で、生涯を貧農救

済に捧げた人物です。

弘化２年（1845年）に小泉村（現在の秋田市金足小泉）の

農家に生まれました。

21歳の時に山田村（現在の潟上市昭和豊川山田）の地主石

川家に婿養子に入り、傾いた石川家を回復させます。その後、

卓越した農業知識を請われ県の農業行政に従事します。以

来、米質改善指導、種子交換会（現在の種苗交換会）の創設、

歴観農話連の結成など地域に即した農業指導に努めました。

明治16年に辞職して山田村に帰村。家業に専念するとと

もに、村民と山田村経済会を組織し農業の効率的経営を奨

農村救済活動に生涯をかけた郷土の偉人




